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生活水準の上昇とともに近年国民の栄養摂取状況は著しく 向上した。栄養素の不足によ
る各種疾患は減少し，代って高血圧3 肥満，貧血等食生活lと関係の深い疾患が増加し‘新
たな社会問題となっている。本学に於いても特に服飾美術科学生の体力不足3 貧血等は指
摘されるところである。そこで服飾科学生の食生活の実状を知 り，今後の栄養指導の一資
料とするため，かつ学生達の食lζ関する価値観を探り，食品教育の在り万を検討すべく本
調査を行った。
H 調査方法
1 調査対象
本学服飾美術科学生 147名 （平均年令19歳）であり，居住別に分類する と自宅通学生63
名，寮生 41名，自炊生 32名，下宿生 11名である。
2. 調査方法
栄養及び食品摂取状況の調査は3 国民栄養調査に準じて行った。
昭和 48年 9月下旬から 10月上旬の連続 3日間の全食物摂取量を調査表に記入させP そ
の個々について充分審査した後，常法の如く 三訂日本食品標準成分表lとより，栄養量を算
出した。
食材料費については，札幌市の食品小売価格より算出した。
身体状況調査としては，入学時及び 1年後の身長 ・体重からフローカー指数を算出し，
それにより体位を観察した。
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E 成績及び考察
1 栄養摂取量
(1) 学生 1人 1日当り栄養摂取量
学生 1人 1日当り栄養侵取量を表 1Iと示し，合せて比較のために昭和50年を目途とした
19歳女子の栄養所要量に対する充足率を図IK表わした。
表1 学生 I人 1日当り栄養摂取量
熱量 たん白質 脂肪 糖質 カルン 鉄 ※※※※ ヒ タ ミ ン
項 目 ウ ム
(Cal) 総量伊） 動物性た 伊） 〔l) 匂司b （砂） A( I.U) B1Cゆ B2G吻） C〔噌ん白質的
摂取量 1, 988 65. 7 30. 6 55町5 306. 4 423 11. 8 1,009 0. 65 0. 71 38 
標準偏差 427 15. 6 11. 5 17. 9 81. 8 166 3. 9 408 0. 19 0. 27 19 
※ ※※ ※※※ 
所要 量 2.150 65. 0 26. 0 49. 0 362.0 600 15. 0 2,000 l. 00 1. 10 50 
※ 昭和5日年目途の19才女子栄養所要量 ※※※ たん白質及び脂肪カロ リー比より算出
※※ カロリー比20%で算出 ※※※※ ビタミン類は調理による損失を考慮した
図1 昭和50年を目途とした19才女子の栄養摂取量に対
する栄養摂取量との比較（栄養基準量＝ 100) 
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熱量は 1988Calで所要量をや 〉下回っている。 穀類カロリー比は 50.1必を示し望まし
い数値 50ヲち～ 60予診の範囲にある。
たん白質は総量，動物性たん白質とも所要量は満たされており，特iと動物性たん臼質は
約 20ヲち多くなっている。動物性たん白比は 46勿となり，この望ましい数値は 40予ち～
50予ちであるから よい傾向を示すと言える。
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好ましい状態と言えよ総カロリーに対する比率は 36予ちとなり ，脂肪も隈取量は多く，
ここでは更に所要量を下回 り充う。糖質は年々摂取量の減少している栄養素ではあるが，
足率は 85安易弱となった。
423切とかな り不足している。乳， 手L製品の不足勝カルシウムは所要量 600勾 lと対し，
ちな日本人の食習慣によるものである。
鉄も所要量lζ若干足りない。
ビタミン類は全て不足しており，特lとビタミ ンAの不足は著しく 所要量の半分が満たさ
ビタミン 81'82は 65カルシウムと同様の理由によるものである。れているに過ぎなし、。
ビタミンCは 75 予ちの充足率である。安！？' 
たん臼質， 脂肪を除けばいずれも不足している。以上が栄養際取状況の概要であるが，
その他は基ビタミン類lと若干の不足が見られるものの，??
?
?
、 ?
?
?
?
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?（?」? ?????????
??
しかるに本調査で
50年を目途とした栄養摂取量と46年度
国民栄養摂取量との比較 （栄養基準量＝ 100) 
栄養摂取状況は年々向上している。
図2は国民栄養調査には見られな
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肥満を警戒する若い女性特有の
意識が働いているものと思われ
このような誤っ た栄養知るが，
識が若い女性の貧血を増加させ
ているであろう。
量
朝・ 昼・夕食にみた欠食状況
一一分一一一一ー一一一一一一居一一住 別 自宅通学生 寮生 自炊生 下宿生 合計区 N= 63 N= 41 N= 32 N= 11 N= 147 
朝 3日間のうち全く欠食しなかった者
68. 2附 82. 9陶 81. 4陶 91. 0陶 76. 9附
II 1回欠食した者 17. 5 12. 3 6.2 9. 0 12. 9 
， 2回 ， 6. 4 2. 4 6. 2 。 4. 8 食 ， 3回 ， 7. 9 2. 4 6. 2 。 5. 4 
昼 3日閣のうち全く欠食しなかった者 90. 5 
97. 6 100. 0 72. 7 93. 2 
， 1回欠食した者 7. 9 2.4 。 27. 3 6. 1 
II 2回 ， 。 。 。 。 。食 ， 3回 ， l. 6 。 。 。 0. 7 
タ
3日間のうち全く欠食しぽかった者 100. 0 100. 0 100. 0 100. 0 100. 0 
， 1回欠食した者 。 。 。 。 。
， 2回 ， 。 。 。 。 。食
II 3回 ， 。 。 。 。 。
表2
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表3 主食の欠食状況
区一7一一一一旦工別 自宅通学生 寮生 自炊生 下宿生 合 計N= 63 N= 41 N= 32 N= 11 N= 147 
3日間のうち主食を 1回抜いた者 20. 6 ( %) 7. 3 ( %) 18. 7 ( %) 18. 2 ( %) 16. 3 ( %) 
， 2回 ， 6. 3 。 3. 1 9. 1 4. 1 
， 3回 " 。 4. 9 。 。 1. 4 
， 4回 ，／ 。 4. 9 。 。 1.4 
(2) 居住別栄養摂取量
学生の居住形態を自宅通学生，寮生，自炊生． 下宿生lと4区分し，栄養摂取量の比較を
表 4，表 5Iζ示した。
①熱量
自炊生p 自宅通学生，寮生はほぼ所要量iζ近いが下宿生は 78 予診の充足率である。居住
別に有意性があるか分散分析にかけて検討した結果，危険率 5予診以下で有意差が認められ，
下宿と他三者，それぞれの聞の差が明
らかになった。カロリ ーの構成比率を 図3 熱量の食品群別摂取構成比較
図 3で見ると摂取量の一番多い自炊生一生いミ州、川 26s js6匡雪
で穀類よ り 52予診，動物性食品より
20 予ち，油脂より 8タ診，その他の食品よ 寮
り 209与を得ている。自宅通学生，そ
生 総ぷ三辺、＂~ii igo Jso ~三塁
自炊生おぷミマ〈ミ刈 2与z]s3m冨
の他も似たような割合を示しているが，
摂取量の一番低い下宿生は穀類カロリ 下宿 生 いいとミヘ、、~ 188 J1.8匡雪
一比が一番高く，動物性たん白質カロ
リー比が最低にとよっており，食事の貧
しさを表わしている。（図 3・4) 
② たん白質
自宅通学生，寮生，自炊生は所要量
を満たしており，又動物性たん臼比も
45予診以上で質的な面で も良好である。
（図 4) しかし，乙乙でも下宿生の
摂取量は低く所要量を下回っている。
総たん臼質では自宅通学生，自炊生よ
り有意lζ低く， 動物性たん白質では自
宅通学生，寮生より有意に低いことが
認められた。
0 50 100 
割合（必）
図穀類 口脂肪
巴 動物性たん白質 冨その他の食品
図4 穀類カロリー比及び動物性たん白比の比較
合 40ト ーー
〔
鯵
生
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均
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表 4 居住別栄養主要取量
（ ）内は標準偏差を示す
fこ ん 臼 質
居 住 lU 熱 量 日旨 肪 糖 質 カ Jレシウム
(Cal) 総 量伊） 動臼物質 性 (9) 伊） 旬）たん (9) 
自宅通学生
2,038 69. 1 3. 6 58. 4 324.4 408 
( 397) ( 15. 3) ( 1. 7) ( 19. 6〕 ( 99. 2) ( 153) 
寮
2,016 63. 0 l. 1 52.2 302. 3 487 
生
( 443) ( 15. 3) ( 64) ( 12. 0) ( 62. 6) ( 138) 
自 炊 生
2, 083 66. 2 30. 1 60. 6 315. 2 428 
(443) ( 16. 8) ( 15. 2) ( 20. 4) (57 5) ( 203) 
下 宿 生
1, 676 54. 6 22. 4 46. 9 248. 5 334 
(293) ( 10. 1) ( 6. O) ( 1. 2) ( 57. 4) ( 136) 
有 意 性 Pく0.05 Pくo.05 Pく 0.025 Pく 0.05 Pく 0.05 Pく0.025 
ビ タ ミ J〆
居 住 lU 鉄
旬） A ( IU) B1 （明 & （槻 c （瑚
自宅通学生
12. 2 1, 014 0. 68 0. 72 35 
( 3. 5) (410) ( 0 20) ( 0 26) ( 16) 
寮 生
1. 9 1, 110 0. 63 0. 73 44 
(1 9) ( 375) (O. 09) ( 0.15) ( 11) 
自 炊 生
1. 5 957 0. 63 0. 76 39 
( 4.2) ( 417) ( 0.15) ( 0. 29) ( 26) 
下 宿 生
12. 0 758 0. 55 0.44 31 
( 8.1) ( 351) ( 0. 35) (O. 39) (24) 
有 意 性 Pく 0.005 Pく0.05 
③脂肪
下宿生を除きいずれも所要量を上回っている。中でも自炊生は一番多く 20~診を越えて
いる。このことは自炊という生活条件かち簡便な調理法として“妙めもの”“バター焼き”
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表5 摂取栄養量の昭和 50年を目途とする年令別・性別
栄養所要量に対する充足率
( % ) 
たん臼質 ビ タ ミ ン
居住別 熱量 脂肪 糖質 カノレシ 鉄ウム
総 量 動たん物白質性 A B1 B2 c 
自宅通学生 94.8 106.3 129.2 119.2 89.6 68.0 81.3 50.7 68.0 65.5 70.0 
寮 生 93.8 97.0 115.8 106.5 83.5 81.2 79.3 55.6 63.0 66.4 88.0 
自炊生 96.9 101.8 115.8 123.7 87.1 71.3 76.7 47. 9 63.0 69.1 78.0 
下宿生 78.0 84.0 86.2 95.7 68.6 55.7 80.0 37. 9 55.0 40.0 62.0 
或いは米食よりパン食等が多く とり入れられていること，卵，肉類，乳類のとり方が比較
的多いためと考えられる。検定の結果は下宿生と自宅通学生，下宿生と自炊生，自炊生と
寮生の聞に有意差が認められた。
④ 糖質
すべて所要量以下であり，特に下宿生は充足率約709ちと一番低い。穀類，いも類の不足，
又予想外に砂糖類のとり万が少ないこと等lζ由来している。検定の結果は，下宿生と自宅
通学生，下宿生と自炊生の聞に有意差が認められた。
⑤ カルシウム
四者とも所要量を下回っているが、乳類のとり方の多い寮生は809ちの充足率で一番多く ，
しかも個人差が少なL、。寮生と下宿生の差は 153119，自宅通学生との差は 80時あり，これ
らは危険率259ち以下で有意となった。下宿生は乙こで も低く 所要量の 1/ 2強に過ぎなし、。
⑥ 鉄
四者とも同程度の摂取量で， いずれも所要量に達していない。自宅通学生，寮生，下宿
生は約20必の不足，豆類や野菜のとり方が一番劣る自炊生は更に低く 255'ちの不足となって
いる。
⑦ ビタミン類
ビタ ミンAは， 全栄養素中で最も充足率が低い。 バター，牛乳， 緑黄野菜の とり方が比
較的良い軍事生でも 56予弱、最も悪い下宿生は40必にも満たない状態にある。四者聞に明らか
な有意性は認められなかった。
ビタ ミンB1は， 自宅通学生は68予ちの充足率，豚肉のと り方の最も少ない下宿生は55必の
充足率である。
ビタミン＆は，自炊生は705'与の充足率，乳類，卵などのとり方が少ない下宿生は40勿を
充足するに過ぎない。 一下宿生と他三者の聞には高度の有意性が認められた。
ビタミ ンCはL、ずれも所要量は満たされていないが、中でも自宅通学生，自炊生，下宿
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生は低い。寮生はいも類，野菜類のとり方がよく，その結果，所要量の約90%1ζ達してお
り，寮生と自宅通学生 ・下宿生との聞には有意性が認められた。
以上，居住別に見てきたがL、ずれもすべての栄養素を充足していない。しかし，居住別
に比較した範囲では寮生が最も栄養のバランスがとれた状態にある。又標準偏差が全般に
小さ く，平均した摂取状態であるこ とを示している。当然の乙とながら栄養管理が行届い
ている ことを示すものである。
自炊生，自宅通学生は同程度の栄養隈取状態であるが、自炊生は標準偏差が全般に大き
く個人差がお〉い。カロリーを例にとると最高 32820aHζ対し， 最低は 1273Calという差
が見られる。学生自身の生活状態，栄養lζ対する認識の差がそのま』現れているものであ
ろう。
自宅通学生は或る程度，栄養的配慮を受けており， 自分の晴好も受け入れられるにもか
かわらず，四者の中では一番朝食をとらない者が多く，その影響を受けよい結果が得られ
ていない。
下宿生は各項で述べたようにすべての摂取量が低く，又鉄，ビタミンA ・B1を除いた各
栄養素で有意差が認められた。標準偏差も小さく平均的な低さを示している。商業主義の
影響，更に自分の晴好が十分受け入れられないために残食をするなどが原因と考えられる。
文，現在下宿は朝夕の二食しか供されないため， 昼食は学生食堂で簡単に麺類で済ますも
のがほとんどであり，そのため更に栄養が低下している。
2. 食品群男I］摂取量
居住別学生 1人 1日当りの食品群別摂取量と 19歳女子 1人 1日当りの食糧構成基準を表
6に表わした。
表6 食品群別摂取 量 の比較 c g) 
居住 別 穀類 いも類 砂糖類 油脂類 豆類
緑黄 淡色
魚介類
獣鳥
卵類
乳及ぴ
果実類 菓子類
野菜類 野菜類 肉類 乳製品
自宅通学生 350 42 15 25 39 34 152 64 63 47 139 152 18 
寮 生 325 53 21 23 35 43 218 64 53 25 191 80 22 
自炊生 376 41 15 24 33 31 151 40 58 49 183 154 21 
下宿生 334 39 9 13 37 32 157 38 55 38 88 88 41 
平 均 348 45 16 23 37 35 171 57 58 41 159 128 19 
※基準 量 375 50 25 20 65 70 160 70 40 45 155 160 20 
※ 19才女子1人1日当り食糧構成基準量
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穀類
）???（
寮生は下回っている。食生下宿生，自宅通学生，自炊生はその基準量に達しているが，
自炊生は手軽にカロリー活の変化lとともないでん紛性食品の減少は近年の傾向であるが，
（図 5) 満足感が得られるためと り方が多くなっている。の補給ができるためと，
いも類(2) 
下宿生のいずれも低く自炊生，自宅通学生，寮生は基準量を上回って摂取しているが，
又不足しやすい食品で、あるだけ上手に献立に組なっている。いも類はその種類も限られ，
（図 5) み入れていく工夫が必要である。
砂糖類(3) 
いずれも基準量を下回り，特に下宿生においては9gとなり，基準量の約 1/ 3を摂取
（図 6 ) しているに過ぎとよい。
油脂類(41 
下宿生は約 2/3自炊生ともその基準量を満たしているのに対し，寮生，自宅通学生，
の摂取量である。前述のカロリー不足にみ
食品群別摂取量（1)図5油脂類は重要な熱られるように，砂糖類，
42 : 
でさマR-<53
いも類類車空
自 宅
通学生
寮 生
自炊生
下宿生
3叫l
i制［
40議：－，oo
準
量
できる限り不足しないよう源となるので，
（図 6) に配慮してほしいものである。
豆類(5) 
全般的に摂取量は少なく約 1/2である。
豆みそ，食事内容の洋風化にともなって，
60 
??
?
40 20 0 (g} 0 100 200 腐などのとり方が減少しているためである。
緑黄野菜類(6) 
寮生のみが基準摂取量は非常に少なく，
自宅通学生，量の60予ちを摂取している他は，
自炊生とも 50%以下となっている。下宿生，
食品群別摂取量（2)図6（図 7) 
淡色野菜類(7) 
油脂類砂糖類
いずれも基準量を下回って寮生を除き，
25 
123 
自宅
通学生
寮 生21 
いるが中でも自炊生が一番少ない。
淡色野菜ともに自炊生前述の緑黄野菜，
が一番低い摂取量となっているのは，
124 
13 
自炊生
下宿食品
30 
?
?
?
??
10 0 (P) 0 10 20 
???
30 を熱量源i乙多く求めている傾向があるため
そのこ とが前述のビタミ ン
（図 7) A ・ B1の不足の原因である。
と考えられる。
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食品群別摂取量（3)図 7魚介類(8) 
寮生が基準量の 91%を満自宅通学生，
帽前野望下宿生はそ自炊生，たしているのに対し，
34 自炊54必となっている。れぞれ 57タぢ，
ヨ18 43 
魚介生については晴好との関連に加えて，
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大衆魚
の安価なものが減少している等の理由から
保存がきかない，類は扱いにくい，
（図 8) と考えられる。
肉類(9) 
これは，充分満たされている。いずれも，
対象者が 18～ 19歳の若い女性であるた
食品群別摂取量（4)図8めと食生活の質的変化が表われているため
（図 8) と考えられる。
献鳥肉柏魚介類卵類。）
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寮＇ i'
64 自炊生が基準量を上回って自宅通学生，
53 64 
いるが下宿生は80予多，寮生は55%の摂取量
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これは，卵類は手軽ににとどまっている。
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20 IO o en o IO 20 30 50 40 60 ????その限られた調理方法に利用出来る反面，
（図 9) も問題があると考えられる。
手L及び乳製品。
次いで自寮生が一番多く摂取しており，
この二者は基準量を帯Tこして炊生である。
食品群別俣取量（5)図9下宿生は基準量を下回いるが自宅通学生，
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平均 88 i , り、特に下宿生においては，
手L類~, 
自宅
通学生
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47付
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基準量の約 1/ 2をとっているのみである。
全然乳類をとらない三日間の調査期間中，
又基準量の者が下宿生では 11名中 2名，
1 / 2 lc満たない者も 5名いたが，寮生l乙
おいては 41名全員がなんらかの形で乳製
品を摂取している。前述のカルシウムが不
牛乳は是非と ってほ足している点からも，
（図 9) しい食品である。
果実類ct2l 
自炊生はその約 95予ちをとっている
これは限られた価格の範囲内で献
自宅通学生，
下宿生は約 52%にとどまっている。
いずれも基準量を満たしていないが，
寮生，のに対し，
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食品群別限取量（6)図10噌好品立を作成しなければならないため，
的な意味あいを持つ果実類が必然的l乙少な
???
?
??
自世生
果実頬
s2: 
54; 
それだけくなってきているためであろう。
栄養的
な配慮をもって対処してほしいものである。
下宿生は間食lζ関しでも，Iζ寮生，
菓子類
（図 10
Q3) 
41 
????
?
???。ー
下宿生
基準量よ りも少自宅通学生が一番低く，
50 40 0 ( f) 0 200 160 120 80 基
準
量寮生はや〉上回って摂取さ自炊生，ない。
22 iである。それぞれ21IJ, ているが，
これに対し下宿生は 41 gと基準量の2
倍を上回っている。下宿生は食事の全体的な量も不足している点から，カロリーの不足分
食事に対する選訳の自を手早く補うことの出来る菓子類からとるものと考えられる。又，
由がないことから間食で各々の晴好を満たしている結果と考えられる。
良いも類等への配慮が見られ，寮生は一般的l乙不足しやすい野菜類，居住別に見ると，
しかし限られた食費であるた乳製品等の摂取量も多い。魚介類，質たん白源である肉類，
喫食者はこの点を補うよ うにしてほしい ものである。め果物類の不足は免れないため，
欠食の主食を抜く者の占める割合が自炊生は質的量的にも同傾向を示し，自宅通学生，
下宿生より多くなってい肉類などの摂取量は寮生，卵類，しかし穀類，多くなっている。
このよ うな点食べたL、時l乙充分食べる という日常である乙とが推察される。ることから，
充分な栄養的配慮が必要である。から晴好偏重になりやすいので，
これわずか肉類のみという状態である。基準量を上回っている者は．下宿は一番悪く ，
は前述の栄養摂取状況と同じ事情によるものである。
費材料食3. 
食材 料 費
食料材費 動食品物価格性 その他価格の居 住別 総額 標準偏差 穀類価格 標準備差 標準偏差 食品 標準偏差
自宅通学生 353. 3円 101. 4 61. 7円 14. 1 132. 1円 60. 9 159. 5円 72. 8 
自炊生 324.5 79. 2 69. 2 22. 4 114. 5 57. 2 140. 8 54. 5 
寮 生 322. 4 65. 0 64.7 18. 2 98.1 25. 2 159.6 46. l 
下宿生 262.0 68. 6 54.0 10. 0 95.6 24. 9 112. 4 58.3 
平 均 315. 5 90. 3 62.2 19.4 110. 1 52.8 143. 2 63. 5 
り当日人表7
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図1
平
表7！と示すように 1人 1日当り食材
その315.5円となっている。料費は，
うち穀類価格は， 動物性食品6 2.2円，
その他の食品価格は11 0.1円，価格，
35.3 ・ 図11143.2円とな り， その構成比は， 自
34.9 %, のとおりそれぞれ 19.7%, 
30.4 寮
45.4芦ちとなる。
36.5 居住別にみる と自宅通学生が，353.5
100 寮生，324.5円，次いで自炊生，円， 50 
合（労）押l322.4円，下宿生，262.0円のi頂になる。
自その他の食品図 殺類臼動物性宣品四者の中自宅通学生の食材料費は，
食 品 群 基準量（g)価調絡査円時 昭現和在49価年格10円月
穀類
米 290 45.06 58.00 
,'I ザノ 50 12. 50 15. 62 
麺 類 35 4. 90 7. 00 
L、 も 類 50 4. 27 6.80 
砂 糖 類 20 4.00 6.80 
油 目旨 類 20 11. 39 48.10 
豆類
大豆及び大豆製品 40 15. 25 44. 00 
み そ 20 3.00 3.60 
その他の豆 5 l. 92 2.00 
野菜類
緑黄野 菜 70 41. 52 40.00 
淡 色野菜 160 31. 45 41.10 
海 草 類 2 6. 70 8.00 
魚 介 類 70 35. 35 48.65 
獣鳥肉類 40 50. 00 57. 00 
卵 類 45 14. 40 18. 00 
乳類
生 乳 150 19. 50 29.20 
手L 製 品 5 4 10 11. 30 
果 実 類 160 36.10 40.00 
菓 子 類 20 24.00 35.00 
.g- 計 365. 41 520.17 
19才女子の食糧基準価絡表8その他，
主食以外のものに多く費用をかけている。
?? ?
そして動物性食品，では一番高く，
自宅通学生l乙主食を抜く者がこのことは，
他の三者l乙多いこともー要因ではあるが，
比較的多く比べて食事に楽しみの要素が，
しかし標含まれていることが推察される。
1日706円と高い食費が準偏差が大き く，
170円と安いものも見られるよある反面，
うにかぽり個人差が激しL、。
調査時における札幌市の 1人1日
当り食材料費を家計調査報告より算出する
なお，
乙の価格とほぼ一致約 365円となり，と，
自炊生は，穀物価格の高いこ としている。
が目立つ。穀類摂取量が他の三者の中では
米食より価格の一番多L、ことにもよるが，
彊類をより多く選ぶことにもパン，局い，
由来している。寮生は食費総額では自炊生
標準偏差は小さい。とほぼ同じであるが，
給食という食事形j設から見ても 当然ではあ
個人差が少なく 最高で 501円，最底るカ＇，
またその他の食でも 221円と幅はせまい。
前記の食品
野菜類のとり万が
多いことによ るものと考えられる。
品価格の占める割合が大きく，
摂取量から見ていも類，
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下宿生は 262円で四者の中で一番安い。調査時において食品構成基準量を満たすために
は少ぼくとも 1日365円前後を要す乙とからみても （表 8），この価格では栄養的にも晴
好的にも貧しいものになること必当然であろう。
以上，食材料費を見てきたが，自宅通学生を除きいずれも食費の絶対額が少ない。食費
は食生活を規制する一番大きな因子であり，適切な費用が用意されぽければ栄養的，晴好
的l乙満足を得ることは不可能である。
調査時においてその適正な価格は前述のように 1人 1日360円位と考える。現在では
（昭和 49年 10月 ）51 0円前後とぼうう。（表 8 ) 
生活の基盤である健康な身体を作るために適正ほ食費を何よ りもまず確保すべきである。
4. 身体状況調査 ブローカ一指数で見た体位
体位を表わす指数にはいろいろあるが，ここでは国民栄養調査で使用しているブロー カ
一指数 〔（体重／身長一 100 ）× 100〕により身体状況を観察した。
表 9は入学時と一年後（栄養調査後5カ月にあた る）の身長，体重から算出した対象生
のブローカー指数度数分布表である。
表9 ブローカ一指数 ・度数分布表
~ 80未満 80～89 90～99 100～109 110～119 120以上 d口"' 五十 平均値 標準偏差
19 W 34 49 24 6 2 134 
入学時 92. 7 11. 39 
(14. 2%) ( 25. 4 ) ( 36 6) ( 17. 9) ( 4. 4. ) ( 15 ) ( 100. 0) 
16 (N 42 44 28 3 1 134 
1 年後 92.2 11. 27 
( 11. 9%) ( 31. 4 ) ( 32. 9 ) ( 20 9 ) ( 2. 2 ) ( o.7 ) ( 100. 0 ) 
表1 ブローカ一指数平均値及び増減値
表10 女子学生ブローヵ一指数の推移 居 住 lU 入 学時 1年後 増減値
年 度 s. 30 s. 35 s. 40 s. 45 s. 46 自宅通学生 91. 38 90. 13 - 1.25 
※ 
指 数 92. 4 91. 8 91. 5 91. 3 91. 0 寮 生 93. 23 94.02 十 0.79 
※ 学校保健統計調査より算出した19才女子の平均値
自 炊 生 94. 81 94. 26 - o. 55 
下 宿 生 92. 80 91. 48 1. 32 
19 
平均値は入学時92.7，入学一年後は 922と全国平均よりわずかえよが ら上回っている。
（表 10 ) 110以上の肥満傾向の者は少なく入学時でも 6勿，一年後は 3予ちに減少している。
るいそ J気味と思われる 89以下の者が入学時 40鋭から 43予ちと逆lζ噌え分布の幅は
せまくな っている。平均値も一年後は減少し，標準偏差も小さくとfり，入学時より一年後
は全体的に体重が減少していることがわかる。
表 llは入学一年後の居住別に見たブローカー指数の増減値である。 検定の結果は四者
聞に明らかな有意性は認められなかったが， 寮生のみが増加し， 他はすべて減少している。
四者の中では一番通学時聞が短く，休養時聞が長くf従って消費カロリーも少ぽいことが
推察され，しかも四者の中では一番栄養状態のよいことがこの結果になったものと考えら
；（），る。
N 
?
と め
本学服飾美術科学生の栄養実態調査を行ったが以下の結果が得られた。
( 1），熱量の平均摂取量は1988Calで 19歳女子の所要量に比べや、不足してお り，特に
下宿生は1676Calと一番低い。
たん白質，脂肪の撰取量は下宿生を除きいずれも所要量ぞ満たしている。下宿生はたん
白質 54.6iJ，脂肪46.9iJで不足している。
カルシウム，鉄，各種ビタミーノはいずれも不足している。
(2），穀類の熱量比， r_cらびに動物性たん臼比は望ましい傾向を示 している。
(3），食品群別摂取量は 19歳女子の食糧省成基準と比較すると， 砂糖類，豆類，緑黄野
菜類のと り万がし、ずれも少ない。
肉類，油脂類，乳類を多くと っているが，中でも牛乳は国民栄養調査結果よりも上回っ
ている。反面，大豆製品のとり方が少なくなっている。
(4），居住別にみると寮生は， 各栄養素，各食品群を平均的にと っているが，他はいずれ
もかたよりや不足が目立つ。 特に下宿生の栄養摂取状況は悪く， 鉄，ビタミ ：， Ai・ B1を除
いた各栄養素i乙於いて有意性が認められた。
(5），食材料費は， 1人 l日当り平均 315.5円であり，居庄別にみると自宅通学生 353.5 
円で他は自炊生 324.5円，寮生 322.4円，下宿生 262.0円となっている。
(6) ブローヵー指数平均値は， 全国平均に比しゃ〉 高L、。入学時よ り一年後は寮生のみ
若干増加しているが，全体的には減少の傾向がみられる。
本学服飾美術科学生の栄養隈取状況はや h不良の状態にあり，食lζ関する価値感は低い
と言わざるを得なし、。人間として身心ともに大切な完成期にあり，やがて母として新しい
生命を生みは ぐくむ時， 青年期の健康が大きなかかわ り合を持つことを思い，彼女達の食
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生活がこのような低水準にあることにりつ然たる思いがする。
小学校時代の学校給食から中学校，高校時の家庭科授業に至るまで，栄養・食品l乙関す
る教育は長い期間行なわれているが，にもかかわらず真の成果が実っていない乙とを痛感
する。この点、については我々食品教育にたずさわる者の一研究課題として追求して行かね
ばならない。
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